
船舶事故調査報告書 

令和７年４月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和６年９月２８日 １９時４０分ごろ 

発生場所 広島県廿日市
は つ かい ち

市地
じ

御前
ご ぜ ん

漁港南方沖 

 地御前港西防波堤灯台から真方位１５１°１,５３０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°１９.５′ 東経１３２°１９.９′） 

事故の概要  プレジャーボートVenus
ヴィーナス

Ⅱ
ツー

は、かき
．．

養殖施設内を出航地に向けて帰

航中、かき
．．

筏を連結するワイヤに乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和６年１１月１日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート VenusⅡ、５トン未満（長さ９.０５ｍ） 

 ２９０－５０８６５広島、氣巡ホールディングス株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 船底外板に擦過傷 

かき
．．

筏 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北東、風速 約６m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の末期 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者５人を乗せ、花火大会を観

覧後、マリーナに向けて帰途についた。 

本船は、レーダー及びＧＰＳプロッターを休止状態とし、船長が操

舵室右舷側にある操縦席のところで立って操船に当たり、地御前漁港

南方沖のかき
．．

養殖施設第２４区（以下「２４区」という。）内を１～

２ノットの対地速力で手動操舵により航行していた。 

２４区には、１連が約６台のかき
．．

筏（以下「筏」という。）で構成

され、筏と筏とがワイヤで連結されており、合計で４５連（約２７０

台）の筏が設置されていていた。 

連と連の間の幅は、約５０ｍあり、小型船舶の通航は可能であった

が、ワイヤで連結された筏と筏の間は、通航が困難な状況であった。 

１台の筏は、縦約１８ｍ横約９ｍで、直径１５cm から２０cm 程度

の竹を使用して、発泡スチロール製の浮体上に、縦方向に「レー

ル」、そのレール上に横方向に「ナル」、更にナル上に縦方向に「押さ

え」と、それぞれ竹製の部材で構成されていた。（写真１参照） 
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写真１ ワイヤで連結された筏の状況 

 

本船は、筏と筏の間に向く進路となって航行中、船長が前方に筏を

連結するワイヤを認め、主機を後進運転として停船した。 

本船は、主機を中立運転としていたところ、北北東風の影響で南南

西方に圧流されて筏を連結するワイヤに乗り揚げた。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ かき
．．

養殖施設の配置及び事故発生場所概略図 

 

船長は、同乗者と共に本船の船底からワイヤを外そうとしていたと

ころ、通り掛かった巡視艇の海上保安官から「夜間は危険なので作業

を中止するように」と注意され、マリーナに本事故発生の連絡を行っ

た。 

船長及び同乗者５人は、来援したマリーナの小型船舶に移乗した
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後、マリーナに向かった。 

本船は、後日、マリーナの担当者によって、ワイヤが外された後、

自力で航行してマリーナに戻った。 

船長は、かき
．．

養殖施設を避けて航行すると遠回りになるので、これ

までにもかき
．．

養殖施設内を航行した経験が幾度もあり、本事故当日の

往路も２４区内を航行していた。 

船長は、往路でもＧＰＳプロッターを休止していたので航跡は残っ

ていなかったが、日没前に航行した往路と同じルートを逆方向に辿
たど

っ

て航行するつもりでいた。 

船長は、本船のレーダーを新替えしたばかりで使い方に慣れておら

ず、目視のみによる見張りを行っていた。 

船長は、事前に第六管区海上保安本部のホームページに掲載されて

いる‘かき
．．

筏情報図や漁業施設への乗揚げに注意’と題する情報を入

手していなかった。 

船長及び同乗者は、全員が救命胴衣を着用していた。 

分析 本船は、地御前漁港南方沖をマリーナに向けて帰航中、船長が、か
．

き
．
養殖施設を回避して航行すると遠回りになると思い、かき

．．
養殖施設

第２４区内を航行した際、目視のみに頼り、レーダーでかき
．．

筏の設置

状況及び船位を確認しなかったことから、筏と筏の間を航行し、筏を

連結するワイヤに乗り揚げたものと考えられる。 

船長は、これまでにかき
．．

養殖施設内を幾度も航行していたことか

ら、日没前に航行した往路と同じルートを逆方向に辿って航行すれ

ば、かき
．．

養殖施設内であっても安全に航行できると思い、２４区内を

航行したものと考えられる。 

船長は、目視のみに頼り、レーダーでかき
．．

筏の設置状況及び船位を

確認しなかったことから、いつの間にか筏と筏の間に向く進路となっ

たものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が、地御前漁港南方沖をマリーナに向けて帰

航中、船長が、日没前に航行した往路と同じルートを逆方向に辿って

航行すれば、かき
．．

養殖施設内であっても安全に航行できると思い、目

視のみに頼り、レーダーでかき
．．

筏の設置状況及び船位を確認しなかっ

たため、筏を連結するワイヤに乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、かき養殖施設内等の狭隘
きょうあい

で障害物が多い海

域の航行を可能な限り避けること。 

・小型船舶の船長は、かき養殖施設等の障害物が多い海域を航行す

る場合、あらかじめ水路調査を入念に行うこと。 

・小型船舶の船長は、夜間は、目視のみに頼らず、レーダー等の航

海計器を活用して船位の確認を行いながら航行すること。  


